
 

  

  

   行政報告 ○佐々木謙二議長 これより本日の会議を開きま

す。  

  本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

○佐々木謙二議長 おはようございます。 

 会議に先立ちまして、市長から行政報告をし

たい旨の申し出がありますので、これを受ける

ことといたします。 

 なお、小関秀一農業委員会会長から、本日の

会議を欠席させてほしい旨の届け出があり、許

可いたしましたのでご報告いたします。  内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。  また、山形新聞社長井支社長からパソコン使

用について申請があり、許可いたしましたので

ご報告いたします。 

 去る５月18日、本市職員が収賄容疑で逮捕さ

れ、６月８日に起訴されたことにつきまして、

厳正に受けとめるとともに、世間をお騒がせし、

市民の皆様初め関係各位に多大なるご迷惑とご

心配をおかけしましたことについて、深くおわ

び申し上げる次第でございます。現時点では起

訴状を確認しておりませんので起訴事実の内容

についてのコメントは差し控えさせていただき

ますが、今後はこのような事態を二度と起こさ

ぬよう、再発防止のため法令遵守の徹底、強化

に一層注力し、早期の信頼回復に努めてまいる

所存でございます。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 ＋
○佐々木謙二議長 日程第１、市政一般に関する

質問を８日に引き続き行います。 

 それでは順次ご指名いたします。 

 なお、起訴されましたことを受け、直ちに懲

戒処分審査会を開催していただきましたが、審

査会の結果は、現時点では本人との接見ができ

ない等、情報等が不足していることなどから、

懲戒処分を決定することは困難と判断したとこ

ろでございます。 

 

 

 渋谷佐輔議員の質問 

 

 

○佐々木謙二議長 順位６番、議席番号９番、渋

谷佐輔議員。  今後につきましては、本人からの事情聴取あ

るいは公判の経過等によって被疑行為事実が立

証可能と判断した時点において、懲戒処分を行

うことになると考えております。 

  （９番渋谷佐輔議員登壇） 

○９番 渋谷佐輔議員 おはようございます。 

 質問に入る前に、一言御礼とお願いを申し上

げたいと思います。  以上、行政報告させていただきます。 

○佐々木謙二議長 行政報告が終わりました。  ご案内のように、去る４月の統一地方選挙、

長井市議会議員選挙におきまして、私も再び有

権者の皆さん、そして賢明な皆さんの清き一票

をちょうだいし、渋谷佐輔と墨痕鮮やかに一票

 

 

   開     議 
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を投じていただいた皆さんに、深く感謝と御礼

を申し上げたいと思います。 

 そして、満堂の皆さんの、そして市民の皆さ

んのご指導とご鞭撻をいただきながら、不惜身

命、精神一到、何事もくじけず、身を託して挺

身してまいります。負託にこたえるよう頑張る

所存でございますので、よろしくお願い申し上

げ、質問に入らせていただきます。 

＋ ＋

 まず、市町合併についてでございますが、合

併論につきましては目黒前市長が議会に過般提

案されましたが、いろいろ性急であったことや

議論に時間が尽くされていないなどから、見送

られた経過があります。昨今は合併を声高にす

る風潮も見えていないなと感じるのは私だけで

しょうか。合併特例法も17年３月31日をもって

期限切れ、17年４月以降22年３月までは、合併

特例法新法によって国からの措置を受けること

となるように理解しておりますが、新法では特

別なメリットが見当たらないのが正直なところ

ではないでしょうか。 

 合併の主たる目的は、地方分権政策の中で、

地方にあっては人口減少、少子高齢化現象、財

政状況は将来とも厳しいという想定のもと、行

財政の基盤強化をどうするか、そこから始まっ

たものと理解しております。唯一、合併特例債

というあめの部分で国は推進してきたようです

が、新法ではその部分もなくなるとなれば、論

議の争点もぼけてくるのは当然かもしれません。 

 翻って、長井市の将来を人口動態や企業統計、

産業構造、とりわけ財政状況が統計的に推移し

た場合、将来の姿をどのように描けばよいのだ

ろうか。市長におかれては、自立の道を模索し

ながらも、合併により市民生活の向上をも視野

に入れていると聞き及んでおります。長井市の

みならず、どこの自治体もこれからどうするん

だという岐路に立たされているものと思います。

市民生活重視、生活圏域の発展を模索しながら

も、何らかの選択を求められていることに変わ

りはないものと思います。どのように負託にこ

たえるのか。選択と集中の４年間であると私は

訴えてきました。 

 先日の一般質問では自立計画について議論が

交わされていましたが、あくまで独立独歩、自

主自立の道を歩むのか、または近隣町との協調

によって地域発展を図るのか、よりよい住民サ

ービスを提供できるのか、合併は手段にすぎな

いかもしれませんが、選択を求められていると

いう自覚をするものであります。まずお互いテ

ーブルに着いて取り組んでいただこうという姿

勢を見出せないものでしょうか。「隣人を愛せ

よ」という格言を思い起こします。アクション

プログラム（行動計画）はお持ちでございまし

ょうか。市長からは、合併について忌憚ないご

意見を伺いたいと思います。 

 副市長にお尋ねする前に、新野潔、長年山形

県行政にご尽力をなされ、当地方にも大きく貢

献されてきたことは周知のところであり、今般、

生まれ在所長井市のために一肌脱いでいただい

たことに、衷心より感謝と御礼を申し上げると

ころでございます。大変な時期に就任なされ苦

労もひとしおかと思われますが、英断に対しエ

ールを送りながら、市政発展にお力添えをお願

いしたいと思います。 

 さて、副市長におかれては、特に近年、置賜

総合支庁総務企画部長として合併推進役として

奮闘されてきたと聞き及んでおります。残念な

がら道半ばでじくじたるものがおありでしょう

が、現在、山形県として合併についてはどのよ

うな方針を示しておられるのか。特例法新法も

残っておりますから、何らかの方策について情

報をお聞かせ願い、副市長として合併推進の経

緯を踏まえながら所見を伺いたいと思います。 

 次に、市民ができる環境対策、副題として地

球温暖化現象の中でについてでございますが、

ことしの冬は例年になく降雪も少なく、しのぎ

やすかったというあいさつまでもありましたが、
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反面、素直に喜べない人たちもおられたことと

胸が痛む思いであります。 

 さて、６月は環境月間。ドイツでは環境サミ

ットも開催されました。具体的進展には期待外

れの部分もありましたが、テレビでは、バラエ

ティー番組を除けば、どこかで環境破壊や汚染

による生態系の変化が映し出されております。 

＋

 先日の読売新聞では、環境について１面を費

やし、温暖化阻止は市民の役割と大見出しで載

っておりました。このまま温暖化が進めば、南

極でバナナ、北極ではトマトが育つというコマ

ーシャルにも及んでおります。環境を語るとき、

ごみや廃棄物を対象にした資源環境、化石燃料

や産業にかわるエネルギー環境、土壌汚染や浄

化浄水、ファーストフードといった食環境、オ

フィスや事務系による都市・機器環境といった

すそ野の広い課題であります。記事によれば、

地球温暖化への不安は調査のたびに高まってお

り、将来生活への不安が強まっているとしてお

ります。一人一人の行動が温暖化防止に効果が

あると答えた人は89.9％、効果がないとするも

のはわずか10％であり、温暖化による危機意識

は相当なものがあります。 

 さて、私たちの周りではどうでしょうか。ど

のように努力しているのでしょうか。西根地区

では菜の花プロジェクト、市役所では環境ＩＳ

Ｏの取得、企業でもそれぞれ少なからず取り組

んでいると思いますが、実態はどうでしょうか。

組織としての取り組みも大変効果が期待される

ところですが、個人としても何ができるか、で

きることから始めようという意識が大切ではな

いでしょうか。内谷市長も毎日フラワー長井線

で通っているとお聞きしましたが、すばらしい

素行だと感心しております。 

 私も先日、マイバッグとやらをちょうだいし

てスーパーに立ち寄りました。照れくさくてな

かなかマイバッグを取り出すことができません

でした。しかし、レジに立って差し出したとこ

ろ、喜んでくれました。大変なれないことでし

たが、これから何かできるんじゃないかなと自

信がつきました。何げない生活の中で、暮らし

の中で、やればできることはたくさんあるので

はないでしょうか。 

 自発的な行動に期待するしかなく、具体的行

動の広がりには課題も多いことと思われますが、

サミットのテーマにもなっているのですから、

行政としても意識高揚の啓発が必要なのではな

いかと提案するものであります。ノーマイカー

デーの設定、マイバッグ運動の徹底など、でき

ることから取り組もうではありませんか。環境

では一歩先行くレインボープランもありますが、

地球的規模で進展する温暖化の減少に挑戦する

「環境都市長井」を市民一人一人の力で発信し

ていこうではないかと提案するものであります。

市長の環境対策について所見を伺いたいと思い

ます。 

 ３つ目は、野川の無堤防地帯解消についてで

あります。 

 このことについては、私も議員として市政壇

上に送り出していただいてから３回目の提案で

あります。野川は、最上川、白川とともに長井

市を代表する水辺空間と思っております。その

野川に新しい長井ダムが完成し、下流から見れ

ばそそり立つような姿を見せてくれています。

水害から市民の生命、財産を守ってくれる頼も

しい光景であります。 

 過去の提案では、山形県や中央省庁へ提出さ

れる「長井市重要事業要望書」に野川河川環境

整備事業という項があるわけですが、無堤防地

帯の解消ということが明記されておりません。

河川整備要望の趣旨が違うというのであれば、

新たな内容で実現へ向けて運動を展開すべきで

あるというのが地域住民の要望であり、提案し

続けているところであります。 

 確かに長井ダムの竣工によって安全は確保さ

れると思いますが、堤防や護岸は市民の財産を
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守る手段とともに、景観の保持、保全の意味合

いでも大切なことと考えております。特に左岸

については、新しく建設中の新野川発電所、高

蹴というところにございます。そこから野上川

合流のあかしあ橋まで約8.7キロありました。

そのうち平泉橋上流約２キロを含め３キロぐら

いがまだ築堤されていないという状況と認識し

ております。当局の見解はいかがでしょうか。

「ダムの完成で通常の放水量では堤防内の護岸

で水害は防げる」という説明があるわけですが、

豪雨、洪水は否定できません。いつ訪れるかわ

からないのは過去の歴史が物語っております。 

＋ ＋

 昨年７月14日でした。集中豪雨に見舞われた

ことが記憶に新しいことです。野川本流の水か

さが増して、そのために発電所の放流水がうま

く流れに乗れずに堤防を超えて農地にあふれ出

たことがあり、当時の建設課担当職員の方は覚

えていることと思います。さらに岸辺の弱い箇

所では、岩石の流れる轟音とともに岸辺の樹木

がえぐられるように流れていく光景を、沿川住

民は動転の面持ちで見守ったものです。まさに

災害は忘れたころにやってくるというものです。

いつどこで何が起こるかわかりません。野川と

いう川は暴れ川という古老の戒めを忘れること

はできません。 

 気象観測で貢献された渋谷正吉さんは、みず

からの著書「長井の里とダム建設」の中でこの

ように記述されております。母なる川野川は、

清流にして流れ清く、昔からお茶の水、茶道の

水という意味です。としてたたえられ、１丈深

さの川底の針も見える。１丈ですから3.3メー

ター、とまで言われたものです。そして、釣り

ガイドには日本一うまいイワナのすむ川として

紹介されたものである。一見穏やかな里に思え

るが、山岳は急峻にして、一たび豪雨ともなれ

ば土、砂れきを押し出し、流れの赴くままに河

川は蛇行、瀬向かいとなったところは所構わず

して本流と化して、全く手の施しようがない暴

れ方をした。ゆえに、先人たちは水との闘いに

どれほど苦労したかはかり知れないものがある。

長い年月の間には、我々の祖先がいかに耐え忍

んで営々と郷土を守ってきたかが想像される。

災害は毎年のように発生している。宿命とあき

らめず、研究と対策を怠ってはいけないと記し

ています。私は、声を大にして先人の期待を全

うしたいと思います。 

 もう１点、河川整備の目的は景観の保全であ

ります。このことに関しても、先般質問と提案

をいたしましたが、特に上野川橋、俗称松田橋

の上下流の放置された状態は、だれが見てもい

かがなものかという指摘であります。解決には

高いハードルもあるように聞き及んでおります

が、道筋はあるものと思いますので、関係機関

の努力に期待するものであります。 

 この件について、市長からは、置賜野川環境

整備、無堤防地帯解消と景観保全の趣旨をご理

解いただき、20年度からは新たな重要事業要望

項目に加えていただけないものか、所見を伺い

たいと思います。 

 以上、壇上からの質問を終わります。ご清聴

まことにありがとうございました。（拍手） 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 渋谷議員のご質問にお答え申し

上げます。 

 渋谷議員からは、長井の未来の展望を見据え

た見地から、市町村合併あるいは地球温暖化防

止のためのさまざまな環境対策等につきまして

大変貴重なご意見、ご提言をいただき、大変あ

りがとうございました。 

 それではまず最初に、市町合併についてお答

え申し上げたいと思います。 

 私も昨年の市長選挙では、公約の一つとして、

これからの少子高齢化、あるいは厳しい地方自

治体の財政状況から、ぜひ周辺市町村と力を合

わせながら、将来的には県で推奨している３市

５町による合併によってこれからの地域づくり
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を進めるべきだというふうに、公約の一つとし

て掲げさせていただいたところです。 

 経過につきましては、目黒前市長のときから、

まず市民の皆様に地区説明会等々申し上げ、な

ぜ市町村合併が必要なのかということ、あるい

はこれからの国の施策の流れ、そういった等々

について、まず市民の合意を得てから進めたと

いう経緯があったと思います。しかしながら、

枠組みについては、以前、市の議会の方にも提

案ありました米沢、川西、長井のこの２市１町

の組み合わせについては否決されたと。また、

その次に置賜病院組合の枠組み、南陽、川西、

長井、飯豊、こちらについても、残念ながらな

かなか合意ができなかったという経緯がありま

す。 

＋

 前合併の特例法についてはそんな状況であき

らめざるを得なかったわけでございますが、17

年の４月から新合併特例法が施行されたという

ことで、さらに県の方で積極的な取り組みを市

町村に指導してるという状況でございますが、

残念ながら、私、昨年の12月に就任して以来、

置賜の３市５町でのこういった合併についての

話し合いの機会が３回ほどございました。その

中で積極的な意見を出したのは私だけでござい

まして、私が具体的に申し上げたのは、ことし

２月13日の置賜地域の将来を考える懇談会、こ

ちらの方で、新合併特例法がまだ３年あります

ので、ぜひ任意の協議会でいいから同じテーブ

ルに具体的に着くような、そういった取り組み

をすべきだというふうに提案いたしましたけど

も、残念ながら全く合意が得られなかったと。

私以外に積極的な意見を述べてくださる市町村

ございませんでした。 

 さらに、ことしのやはり５月の14日でござい

ますけども、これは県内の市町村長会議という

ことで35の首長が集まった県主催の会議がござ

いました。この中で講師として東大の大森先生

という方が、これからの国の見通し、政策の見

通しというものを述べられておりました。その

中で、今現在1,800ちょっとの地方自治体にな

ってるわけでございます。これはそれ以前の合

併特例法を進める前は3,000近い自治体がござ

いましたので、これが半分近くはなったんです

が、どうやら国は何としてでも1,000にしたい

と、1,000以下に市町村の数をしたいんだと。

これはいろんな施策の中からうかがい知れると

いうことで、再度、次の大きい波が来るんじゃ

ないかと。それに準備として市町村の中でも合

意が必要じゃないかという話がございました。 

 これ、ちょっと話が前後するんですが、こと

しの３月定例会で、佐々木現議長の方から合併

のことが質問ございまして、先ほど申し上げま

したように、２月には残念ながら置賜の３市５

町の中では私どもだけがどうやら積極的な姿勢

があって、ほかのところはちょっとちゅうちょ

してるというふうなことがあったことから、そ

の３月の議会では、まずできるところからやる

べきだと。ですから、まず自然な形としては長

井のいわゆる都市圏になっております白鷹町、

飯豊町、そして広域行政での西置の消防や福祉

関係で一緒にしてます小国町も比較的合意がと

れるんじゃないかということで、ぜひ声をかけ

ていきたいというふうに申し上げたところでご

ざいます。 

 翌日、山形新聞にそういった議会でのやりと

りが新聞に掲載されましたので、前回の目黒市

長のときにいろんな反発があったというふうに

聞いておりましたので、その新聞に出た日にす

ぐ電話をして、西置賜の３町の方におわびをし

ながら、ぜひ前向きにお話をさせていただきた

いというふうにお願いしたところでございます。

残念ながらそれ以降具体的には進んでおりませ

んが、ぜひ６月議会を終えた後にでもまた機会

を見て声をかけてまいりたいと思いますし、一

方で、まず３市５町が基本でございますので、

なお積極的に働きかけをしてまいりたいと、こ

―９５― 



 

＋

のように思っております。 

＋ ＋

 次に、第２点目の市民ができる環境対策でご

ざいますが、これは議員の方からもいろいろご

提言いただきました。やはり我々がすぐできる

ことは、まずは、マイバッグといいますかね、

買い物の際のそういった極力スーパー等のビニ

ール袋、そういったごみを減らすこと、あと

我々、日常生活の中でやっぱりよくよく分別を

きちんとやって、いわゆる燃えるごみをなくす

こと、これが大切なんじゃないかなと。そして

プラスチックとか、それからポリ容器とか、そ

ういったリサイクルとかリユースとか、そうい

ったものを積極的にやること、あるいは、ぜひ

今年度から進めていきたいと思っておりますけ

ど、ノーマイカーデー、これを市の中でも進め

てみたいというふうに思っております。 

 昨年は、10月の22日でしたですけども、環境

フェアというものを市で開催いたしました。残

念ながらことしはちょっと開催を見送ったわけ

でございますが、やはり我々市民がまず生活を

していく中で、どういった温暖化防止のための

対策ができるかというところをやはり認識しな

きゃいけませんので、そういった啓蒙等を今後

とも進めてまいりたいと。 

 さらには、今、地球温暖化の防止の対策につ

いて、環境審議会の方から長井市地球温暖化対

策地域推進計画を策定していただいております

けども、これを計画つくっただけじゃなくて、

これをやはり市民のレベルに具体的にどういう

ふうに実践していくかというための市民委員会

的なものを、ぜひ市民の中から立ち上げていた

だけないかと。行政の方からお願いするのでは

なく、市民のみずからの中からそういった委員

会を立ち上げていただけないかといったことで

今各方面にお願いしてるところでございまして、

さらには地区公民館単位で、やはりぜひ市の方

からも具体的な実践活動について啓蒙していた

だくようにお願いしてまいりたいと、そのよう

に考えてるところでございます。 

 あと、３点目の野川の無堤地帯の解消につい

てでございますけども、これは議員ご指摘のと

おり、無堤地帯が野川のまなび館から下流の河

川の延長が7.2キロありますけども、そのうち

2.5キロが無堤地帯になってるということのよ

うでございます。内訳としましては、野川橋の

上下流で1.5キロ、それから平泉橋上下流で約

１キロというような内訳でございます。 

 県の方にこの辺も確認しましたところ、県と

しても未整備地区という認識は持っているんで

すが、緊急優先的な整備を要するというふうな

認識はなさってないように聞いております。こ

れらについては今後の検討課題だなというふう

に考えております。 

 議員ご指摘の長井市の重要事業の要望につい

ては、ぜひこれ検討したいと思いますけども、

ぜひ議員の方からも、地元、例えば西根の環境

対策推進協議会とか、あるいは寺泉区等々から

そういった要望等も取りまとめていただくと、

非常に我々としても要望しやすいというふうに

思っております。 

 なお、課題の部分につきましては大部分が個

人の所有の土地であり、なおかつ、その中の多

数の部分、砂利採取業等々の所有地、あるいは

権利関係があるところで、なかなかそういった

部分で合意が得られなかった経過が今まではあ

ったようだというふうに聞いております。しか

しながら、状況も大分今変わってきております

ので今がチャンスというふうに思いますので、

ぜひ今後ともいろいろご指導、ご支援賜れば大

変ありがたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○佐々木謙二議長 新野 潔副市長。 

○新野 潔副市長 渋谷議員からは、市町村合併

についての県の方針等についてのご質問をいた

だきました。 

 ご承知のとおり、県では、先ほど申されまし
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 先ほど市長からも話がありましたように、置

賜地域の各首長の中でも、内谷長井市長は合併

の推進につきまして最も積極的に前向きな発言

をしている首長でございます。私といたしまし

ても、これまでの経験や立場を生かしまして、

隣接の市や町等と活発に意見交換ができるよう

な環境整備というものに努力していきたいとい

うふうに考えております。 

たように人口の減少、少子高齢化の進展、また

厳しい財政見通しの中で、市町村が地方分権時

代にふさわしい基礎的自治体として将来にわた

って安定的に行政サービスを提供し、地域の振

興を図っていくためには、これまで以上に行財

政基盤の充実と強化を図る必要があるというこ

とから、そのためにも市町村合併はぜひ進めな

ければならないということで、そういう方針の

もとで進められているというのが現状でござい

ます。そのために、各種の特例措置や財政支援

措置等が盛り込まれているいわゆる合併新法の

期限、平成22年３月までに何とか市町村合併が

進むようにということで、県としても合併に向

けた協議や取り組みに対しまして、財政的な支

援も含めさまざまな支援を行っているというと

ころでございます。 

 以上でございます。 

○佐々木謙二議長 松木幸嗣企画調整課長。 

○松木幸嗣企画調整課長 おはようございます。 

 それでは、渋谷議員からのご質問の一部の部

分、補足させていただきながらご回答申し上げ

たいと思います。 

 私の方には、長井市の重要要望事業というこ

とでご質問あるものと思ってます。平成20年度

の長井市の重要要望につきましては、４月中に

市長協議等を終わらせていただきまして、５月

の18日に全員協議会の方にお諮りさせていただ

いたところでございます。また、６月の７日の

日には、置賜総合開発協議会の方で置賜総合支

庁の方に要望なり、副市長とともに、あと議長

とともに行ったところでございます。今後、８

月上旬まででありますが、市の単独要望等を県、

国の方に行っていきたいというふうに思ってお

ります。 

 今年度は、昨年度に引き続きまして合併機運

を醸成するため、市町村長、議長等を対象にし

た調査研究会や、市町村議会議員や職員を対象

にした同じく調査研究会の開催などを予定され

ているようでございますが、そのほか財政支援

としては、任意、法定いずれの合併協議会が発

足した場合の交付金の交付、あるいは合併した

市町村に対する交付金の交付などが支援として

考えられているところでございます。具体的に

は置賜総合支庁では、各市長、議長をメンバー

とする「置賜地域の将来を考える懇談会」をこ

の７月にも開催する予定と聞いておりまして、

そして、本年２月に開催した懇談会よりも一段

具体的な議論に進むように期待してるというよ

うでございます。 

＋

 ことしの要望につきましては、選定基準とし

まして、基本的には第四次の長井市総合計画に

取り組む事業であるというようなこと。また２

番目には、建設事業についてはまちづくりの根

幹となるような事業ということで、成果目標で

あるとか経済効果というようなこと、また将来

の財政見通しに立ったものというふうな考え方

を持ってます。３番目、市長が特に肝いりのと

ころでございますが、制度でありますとか政策

でありますとか施策にかかわる部分、国、県に

提言できるものというような３つの基準で選定

したところであります。 

 渋谷議員ご指摘のように、今年度は新法の期

限からいきまして、当分合併をしないで自立の

道を選ぶのか、あるいは合併を検討するのかの

選択を迫られる重要な年になるというわけであ

りまして、いずれを選ぶにしましても、将来の

市民に対する責任は大変重いものになるという

ふうに考えております。 
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 ご指摘のところでありますが、長井ダムの周

辺整備実施計画においては、ダムの堤体から平

泉橋の区間を野川沿いの散策ができるような遊

歩道、この整備計画を示しています。重要要望

においても直接的な要望項目ではありませんが、

ご指摘のところは関連項目というふうに思って

おりまして、長井ダムの要望の中で、ダム周辺

環境整備として平泉橋から上流整備を順次進め

ていただくというような要望を進めていきたい

と思ってますし、ことしも引き続き要望してま

いりたいというふうに思っています。 

＋ ＋

 一般論でありますが、ちょうど３年前、2004

年のとき、台風が年間10個上陸したという年が

ありました。その年があるように、１年間通じ

て、どうも高温の傾向にあるというふうに言わ

れてます。また、10年間で水害の被害は2.6倍

と。市町村単位でいきますと94％が何らかの被

害を受けてるというようなデータがあります。

また、最近の傾向としましては、ピンポイント

で来るという、局所的な水害、または突発的な

水害というふうなことも言われておりますので、

ご指摘の平泉橋上流を含めた野川の無堤防につ

いては、県当局でありますとか、先ほど市長の

方からありましたように、地元の皆さんのご要

望等、まず合意形成を図ってることなどや、あ

と河川の保全の自主的な取り組み状況等を踏ま

えまして、安全安心の観点から、今後どういっ

た形で要望していったらいいか検討させていた

だきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○佐々木謙二議長 ９番、渋谷佐輔議員。 

○９番 渋谷佐輔議員 答弁いろいろありがとう

ございました。企画調整課長には大変申しわけ

ないことしてしまった。通告の段階で口頭でい

ろいろ企画調整課長にお話ししまして、こうい

うことを質問しますと申し上げておきながら、

壇上で披瀝しなかったと、大変申しわけない。

しかし、大変明快なご答弁いただきまして本当

にありがとうございました。 

 合併についてですが、思い起こせば、何年前

でしたか、10年ぐらい前なんだかな、私、議会

の建設委員長を仰せつかったとき、この置賜、

西郡の同じ委員会のメンバーで何かやってみな

いかという問いかけしました。ところが、幸せ

にも白鷹、飯豊、小国の委員長さんから、やっ

てみないかと。じゃあ何をやるかと。建設関係

の委員会だから共通したものが何かないかとい

うことで、建設事務所に伺いました。たまたま

そこにおられる新野新副市長がこの建設事務所

の副所長ということで大変お骨折りいただきま

した。また、建設事務所の所長さんも、吉野さ

んでしたっけ、その人も大変好意的に対応して

いただきまして、一緒に１日７人ずつ、20数名

で西郡管内の建設工事現場、あるいは今まで県

の取り組んでる建設行政、これを勉強させてい

ただいた機会を思い出しました。副市長に大変

あのときお世話になりました。ありがとうござ

いました。 

 そういうみずから見つけて行動するというこ

とが大事じゃないかと思っております。今、市

長からは、３市５町の中で私だけ汗をかいてい

るみたいだというふうに聞こえますが、一人の

力ではなかなか大変なことだなと思います。私

たち議員会としても、隣の飯豊町、白鷹町の議

員の皆さんと一緒に合同の勉強会、懇談会をし

ようという計画が議員会として持ち上がってお

ります。その中でどういう話が出るかわかりま

せんが、やはり先ほど申し上げたように、隣の

近所の方からまず意見交換し合っていろいろ醸

し出すことが大事でないかと思っております。 

 そんな中で合併特例の新法で今いろいろ方向

性はお聞きしましたが、これもう少しわかりや

すい合併特例法新法の交付金云々ということご

ざいましたが、本当に交付金、あめの部分かも

しれませんが、どうなのかなと思いますが、具

体的な部分お持ちでしたらお聞かせ願いたいと
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思います。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え申し上げます。 

 新合併特例法は、５年間のやはり時限立法で

す。それで、旧の合併特例法は、終わった時点

から10年間、まず地方交付税を減らさないとい

うふうなことで約束されております。それ以外

にもいろんな、いわゆるあめの部分あったわけ

でございますが、新合併特例法につきましては、

いわゆる事業はできないと。しかしながら、地

方交付税の残りの５年間の部分は保障しますよ

と。いわゆる合併した時点での地方交付税を保

障しますと。そういったことのメリットが第一

なものなのかなと思ってます。 

＋

 ただ、実際19年度の例えば県のさまざまな予

算を見てみますと、特に建設関係の事業につい

ては、ほかの市町村のほかの地域の、合併しな

かったところですね、そこがマイナスというこ

とで減らされてるのにもかかわらず、合併を実

現した酒田、鶴岡の方については、あと庄内町

については大体１割ぐらい公共事業の予算をふ

やしております。齋藤知事は、これをやはり合

併したところと合併しなかったところでは差を

つけざるを得ないと。この方向はますます強く

なるというような趣旨の発言もなさっておりま

すので、そういった意味からは、合併しないと、

それでいてもどんどん公共事業というのは少な

くなっているわけですけども、ますます地域の

要望が我々自治体としては、県として取り上げ

ていただくこと、あるいは国として取り上げて

いただくことが厳しくなると、そのように私は

判断しております。 

 以上です。 

○佐々木謙二議長 ９番、渋谷佐輔議員。 

○９番 渋谷佐輔議員 わかりました。そういう

あめの部分もやはり少し知り得ていないと、市

民の皆さんへ合併についてどうだという問いか

けをする場合、なかなか説明しにくい部分ござ

いますので、あめの部分だけでなく、本来の目

的の合併のメリットというものは本当に市民の

皆さんに伝えていくのはなかなか大変なことな

んですけど、前向きにやっぱり我々も研究して

いかなきゃならないと思ってますので、当局に

おかれましてもいろんな情報を提供していただ

いて、取り組んでいきたいと思っております。 

 ２つ目の環境対策ですが、先般の３月定例会

でも島田先輩議員が環境問題についてご質問な

れておりました。その中でも、先ほど市長が答

弁したように、推進計画を立てていると、これ

からは実施段階なんだということでございまし

た。 

 地球的環境危機については、僕も振り返って

みますと、西根地区から選出した遠藤允議員な

んかも、これ地球的環境破壊の問題でいろいろ

造詣の深い方でございまして、何か西根の方ば

っかり環境、地球問題のこと言ってるのかなと

思ったりしますけど、やはり豊かな自然の中に

住んでるというと、どうしても環境破壊の問題

を耳にすると、あれっという考えが否めないわ

けでございまして、先ほど具体的なこととして

ノーマイカーデーの実施とかということござい

ましたが、それについても市民ぐるみの委員会

を立ち上げてやっていくということでございま

す。もう少し具体的な行動計画がございました

らお聞かせ願いたいなと思います。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 その前に、先ほどの市町村合併について、一

つだけ少しお願いしたいことがあるのでよろし

いですか。 

 副市長からも話ありましたように、７月にま

た置賜での各市町村の議長さんと、あと首長の

懇談会があると思います。その中で、まず議会

の方が、なかなか議長も自分の意思だけでそれ

を発言するってのはなかなか難しいのかなと。

ですから、改選後に特別委員会等々あったとき
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に、やはり合併についてもどうするのかといっ

た議会内でのそういった場もあれば、大変我々

行政としても発言しやすいと。議会の皆様がど

のような考えなさってるかわからない時点で、

ひとり私の意見だけで合併合併と言うのも非常

にやりにくいなというところがございますので、

ぜひその点、ご協力いただけると大変ありがた

いと。 

 なお、その７月のときは、やはり３市５町で

任意の協議会を何としても19年度中につくるべ

きだということも発言してまいりたいと思って

ます。 

＋ ＋

 ただいまの質問でございますが、実際、環境

問題を市民一人一人のものにするっていうのは、

なかなかこれは難しいと思います。しかし、こ

れをどのように市民の皆様に理解していただく

かということなんですが、一つのいい例としま

しては、各小中学校単位で省エネ共和国という

授業をもう既に平成13年から取り組んでいただ

いておりまして、５、６年目になると思います。

これは電気を節約することが温暖化防止のため

に大変結びつくんだと。ご承知のとおり、電気

の生産量のまだ半分以上が、今、大分比率は下

がったんでしょうけども、火力発電に頼ってる

ところがあると。そうしますと、そのためのＣ

Ｏ2の排出が非常に問題になってるといったこ

とから、電気量を節約すると、そういった行動

を小学生はもう既にやってるんです。 

 残念ながら、それを我々一般の家庭の中でど

のように進めるかですけども、この辺はぜひ検

討すべき余地があるだろうと思ってますし、あ

と、市民の皆様に関心を持っていただく意味で、

それぞれ企画調整課を中心として、啓蒙事業と

か、あるいは公民館の方からのいろんな事業、

あるいは消費生活者の会とか長井市婦人会、中

央女性の会とか、いろんな女性の団体の皆様の

ご協力をいただいてるんですが、もう一つの切

り口としまして、今、伊佐沢地区、西根でも今

これからどんどん進めようとなさってる、いわ

ゆる修学旅行等の受け入れ先として農業の体験

をしていただくと。グリーンツーリズムをやっ

てるわけですけども、長井はさらにこれに環境

も勉強できるような、そういったメニューをつ

くって、ぜひ中学生、高校生あたりの農業体験

と環境の学習をセットしたような、そういった

ＰＲの仕方をどんどんやっていきたいというこ

とで、今レインボーの協議会とかそういったと

ころに検討を依頼してるところでございますけ

ども、そういったことで、むしろ長井は環境を

大切にしてるまちだということを違う意味から

も市民にアピールしていきたいなと、このよう

に考えております。 

 ちょっと具体的なことにはなりませんが、そ

んなことで考えておりますので、ぜひご指導い

ただきたいと思います。 

○佐々木謙二議長 ９番、渋谷佐輔議員。 

○９番 渋谷佐輔議員 市長からは、その熱意の

ほどはうかがうことができました。やっぱりこ

の問題は、例えば事件、事故、いわゆる交通事

故であれば、こういうことをやって数字的にこ

ういうふうに比較対照ができると、あるいは火

災についても、今までこういう流れがきていた

と。運動が実ったわけではないんだけども、こ

としは火災が非常に少ないとかと、そういう数

値的なデータが示せるわけですが、この環境に

ついてはなかなか数字で示すことが大変だなと

思います。ですから先ほど市長が言ったように、

いろんな面で、分野で、幅広く、すそ野広いわ

けですから、市民一人一人がやはり気づいて行

動していかなければならないなと思うわけです

が、ひとつ行政もそういう面で、取り組んでる

意識啓蒙の啓発活動をひとつ頑張っていただき

たいと思っております。 

 それから、３点目の野川の環境整備ですが、

先ほどまなび館から下流7.2キロ、済みません、

私が計測したの大体合うかな、平泉橋から上流
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＋



 

は、企画調整課長、これ確認していいのかな。

あの上流については、平泉橋から上流は、長井

ダムの周辺環境整備とあわせて県とも協議して

やっていくという見解でよろしいでしょうか。 

○佐々木謙二議長 松木幸嗣企画調整課長。 

○松木幸嗣企画調整課長 お答えいたします。 

 私が申し上げた部分、平泉橋から上の部分、

まなび館のところですかね。そちらの方の部分

については、現在も実施計画で持ってます遊歩

道について、ことしから、今までどちらかとい

うと絵をかいてるという状態でしたので、もう

少し実際に何ができるんだということを、期間

でありますとか予算でありますとか含めてこと

しは検討するということになっております。ま

た、高蹴といいますか、第一発電所等について

も、当然、今実施計画の中ではありますので、

それを具体的にこの後、ダム側の方の工事とい

いますか、補償対象としてどうなっていくかと。

これも事務所側にとってはテーマでありますの

で、どういった時期にどういった工法でやられ

るかということを詰めていきたいと思います。 
＋

 ただ、発電所については相手方が県の企業局

でございますので、当方ではありませんので、

そちらの方との意見交換なども含めていかない

と、なかなか地元の要望の部分については到達

しないという部分がありますので、今の段階か

らならしの協議はさせていただいておりますの

で、ぜひご理解いただきたいと思います。 

○佐々木謙二議長 ９番、渋谷佐輔議員。 

○９番 渋谷佐輔議員 過去に洪水のときの現場

写真なんかないかっていうことございましたが、

きのうちょっとあっちこっちめくってみたら、

2006年７月14日、こういう岸辺がえぐれる状態

の写真、見つかりました。これ、企画調整課長

の方に後でもまず差し上げながら、やっぱり要

望が強いんだということをご理解願いたいなと

思ってます。 

 いろいろご質問させていただきました。時間

もとらせていただきました。私の質問はこれで

終わらさせていただきますが、大変、市長から

前向きにご答弁ございました。関係答弁者の皆

様もご理解いただいたと私は思っております。

市政に反映させていただきますようお願い申し

上げながら、質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

 

 

 谷口栄子議員の質問 

 

 

○佐々木謙二議長 次に、順位７番、議席番号５

番、谷口栄子議員。 

  （５番谷口栄子議員登壇） 

○５番 谷口栄子議員 おはようございます。 

 ６月定例会に当たり、通告しております２点

について一般質問させていただきます。 

 初めに、この春行われました市議会議員選挙

に、公明党の公認と多くの市民の皆様から真心

のご支援をいただき、３期目の当選をさせてい

ただきました。心から厚く御礼を申し上げます。

本当にありがとうございました。 

 1,245票で第２位、前回より101票を上積みさ

せていただきました。私は、これまで掲げてき

ました優しい心で福祉のまちづくりを基本理念

に、女性の視点、生活者の声を生かして、水と

緑と花の長井のまちづくりに全力で取り組んで

まいります。赤ちゃんからお年寄りまで、だれ

もが安心して住める長井市を築くために努力し

てまいります。 

 また、公明党は、地方議員と県会議員、国会

議員が連携し、ネットワーク政党として市民の

目線に立って政策を実現し、未来に責任を持つ

政治に取り組んでまいります。子育て、福祉、

健康、教育、環境、文化芸術のすべての分野の

改革に努力してまいります。先輩議員の皆様を

初め市当局の皆様のご指導、ご鞭撻のほどをよ
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